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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年2月26日(2015.2.26)

【公表番号】特表2014-527021(P2014-527021A)
【公表日】平成26年10月9日(2014.10.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-056
【出願番号】特願2014-502476(P2014-502476)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 211/54     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/60     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/76     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/91     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/86     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/80     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/88     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/05     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  211/54     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ  211/58     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  211/60     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６２０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６３５　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６４５　
   Ｃ０７Ｄ  333/76     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  307/91     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  209/86     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  333/36     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  209/80     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  209/88     　　　　
   Ｈ０１Ｌ   29/28     １００Ａ
   Ｈ０１Ｌ   29/28     ２５０Ｈ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   31/04     １６６　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年1月7日(2015.1.7)
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
【化２】

　（化学式１）で、Ｒ１～Ｒ２は各々独立的に水素原子；ハロゲン、アミノ基、ニトリル
基、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ１～Ｃ２０

のアルキルアミン基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキルチオフェン基、Ｃ６～Ｃ２０のアリールチ
オフェン基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルキニル基、Ｃ３～Ｃ２０

のシクロアルキル基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニル基
、シラン基、硼素基、ゲルマニウム基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基からなる群から選択さ
れる１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ６～Ｃ６０のアリール基；ハロゲン基
、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ
基、Ｃ６～Ｃ２０のアリールアミン基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ７～Ｃ２０のアリ
ールアルキル基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基、ニ
トリル基、及びアセチレン基からなる群から１つ以上の置換基に置換または非置換され、
Ｏ、Ｎ、Ｓを有する置換または非置換されたＣ３～Ｃ６０のヘテロアリール基；ハロゲン
基、アミノ基、ニトリル基、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアル
ケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ３～Ｃ３０のシクロアルキル基、Ｃ２～Ｃ３

０のヘテロシクロアルキル基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ３～Ｃ６０のヘテロアリー
ル基からなる群から選択された１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ１～Ｃ３０

のアルコキシ基；ハロゲン基、アミノ基、ニトリル基、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキ
ル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ３～Ｃ３０のシク
ロアルキル基、Ｃ２～Ｃ３０のヘテロシクロアルキル基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ

３～Ｃ６０のヘテロアリール基からなる群から選択された１つ以上の置換基に置換または
非置換されたＣ６～Ｃ３０アリールオキシ基；ハロゲン基、アミノ基、ニトリル基、ニト
ロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコ
キシ基、Ｃ３～Ｃ３０のシクロアルキル基、Ｃ２～Ｃ３０のヘテロシクロアルキル基、Ｃ

６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ３～Ｃ６０のヘテロアリール基からなる群から選択された１
つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ６～Ｃ６０のアリールアミン基；Ｃ１～Ｃ２

０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ６～Ｃ

２０のアリール基、Ｃ７～Ｃ２０のアリールアルキル基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケ
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ニル基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基、ニトリル基、及びアセチレン基からなる群から選択
された置換基に置換または非置換されたＣ１～Ｃ５０のアルキル基であることがあるが、
これに制限されるものではない。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　一方、Ｌはニトロ、ニトリル、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、及びアミノ基か
らなる群から選択される１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ６～Ｃ６０のアリ
ーレン基；またはニトロ、ニトリル、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、及びアミノ
基からなる群から選択される１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ３～Ｃ６０の
ヘテロアリーレン基であることがあるが、これに制限されるものではない。この際、ｃは
０～２の整数であることがあるが、これに制限されるものではない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】

【化３】
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　この際、（化学式２）及び（化学式３）で、ＸはＣＲ’Ｒ’’、ＮＲ’、Ｏ、Ｓを表し
、Ｒ３～Ｒ５及びＲ６～Ｒ７は各々独立的に水素原子；ハロゲン、アミノ基、ニトリル基
、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ１～Ｃ２０の
アルキルアミン基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキルチオフェン基、Ｃ６～Ｃ２０のアリールチオ
フェン基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルキニル基、Ｃ３～Ｃ２０の
シクロアルキル基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニル基、
シラン基、硼素基、ゲルマニウム基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基からなる群から選択され
る１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ６～Ｃ６０のアリール基；ハロゲン基、
Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基
、Ｃ６～Ｃ２０のアリールアミン基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ７～Ｃ２０のアリー
ルアルキル基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基、ニト
リル基、及びアセチレン基からなる群から１つ以上の置換基に置換または非置換され、Ｏ
、Ｓ、Ｎを有する置換または非置換されたＣ３～Ｃ６０のヘテロアリール基；ハロゲン基
、アミノ基、ニトリル基、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケ
ニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ３～Ｃ３０のシクロアルキル基、Ｃ２～Ｃ３０

のヘテロシクロアルキル基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ３～Ｃ６０のヘテロアリール
基からなる群から選択された１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ１～Ｃ３０の
アルコキシ基；ハロゲン基、アミノ基、ニトリル基、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル
基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ３～Ｃ３０のシクロ
アルキル基、Ｃ２～Ｃ３０のヘテロシクロアルキル基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ３

～Ｃ６０のヘテロアリール基からなる群から選択された１つ以上の置換基に置換または非
置換されたＣ６～Ｃ３０アリールオキシ基；ハロゲン基、アミノ基、ニトリル基、ニトロ
基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキ
シ基、Ｃ３～Ｃ３０のシクロアルキル基、Ｃ２～Ｃ３０のヘテロシクロアルキル基、Ｃ６

～Ｃ６０のアリール基、Ｃ３～Ｃ６０のヘテロアリール基からなる群から選択された１つ
以上の置換基に置換または非置換されたＣ６～Ｃ６０のアリールアミン基；Ｃ１～Ｃ２０

のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ６～Ｃ２

０のアリール基、Ｃ７～Ｃ２０のアリールアルキル基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニ
ル基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基、ニトリル基、及びアセチレン基からなる群から選択さ
れた置換基に置換または非置換されたＣ１～Ｃ５０のアルキル基であることがあるが、こ
れに制限されるものではない。
Ｒ３～Ｒ７は隣り合う基と結合して飽和または不飽和環、即ち指環族または芳香族環を形
成することができ、ヘテロ環も形成することができる。この際、隣り合う基とは、置換基
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だけでなく母核自体を含む概念である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　Ｒ’、Ｒ’’は、各々独立的に、水素原子；Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ２～Ｃ２０

のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ６～Ｃ２０のアリール基、Ｃ７～Ｃ２

０のアリールアルキル基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ
環基、ニトリル基、及びアセチレン基からなる群から選択された置換基に置換または非置
換されたＣ１～Ｃ５０のアルキル基；ハロゲン、アミノ基、ニトリル基、ニトロ基、Ｃ１

～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキルアミン基
、Ｃ１～Ｃ２０のアルキルチオフェン基、Ｃ６～Ｃ２０のアリールチオフェン基、Ｃ２～
Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルキニル基、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル基
、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ８～Ｃ２０のアリールアルケニル基、シラン基、硼素基
、ゲルマニウム基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基からなる群から選択される１つ以上の置換
基に置換または非置換されたＣ６～Ｃ６０のアリール基；ハロゲン基、Ｃ１～Ｃ２０のア
ルキル基、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルコキシ基、Ｃ６～Ｃ２０の
アリールアミン基、Ｃ６～Ｃ６０のアリール基、Ｃ７～Ｃ２０のアリールアルキル基、Ｃ

８～Ｃ２０のアリールアルケニル基、Ｃ２～Ｃ２０のヘテロ環基、ニトリル基、及びアセ
チレン基からなる群から１つ以上の置換基に置換または非置換され、Ｏ、Ｎ、Ｓを有する
置換または非置換されたＣ２～Ｃ６０のヘテロ環基であることがあるが、これに制限され
るものではない。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　また、Ｌは各々独立的に、ニトロ、ニトリル、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、
及びアミノ基からなる群から選択される１つ以上の置換基に置換または非置換されたＣ６

～Ｃ６０のアリーレン基；またはニトロ、ニトリル、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ
基、及びアミノ基からなる群から選択される１つ以上の置換基に置換または非置換された
Ｃ３～Ｃ６０のヘテロアリーレン基であることがあるが、これに制限されるものではない
。一方、ｃは０～２の整数であることがあるが、これに制限されるものではない。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４６】
　正孔注入物質には、低い電圧で正極から正孔の注入をよく受けることができる　物質と
して、正孔注入物質のＨＯＭＯ（highest　occupied　molecular　orbital）が正極物質
の仕事関数と周辺有機物層のＨＯＭＯとの間でありうる。正孔注入物質の具体的な例には
、金属ポルフィリン（porphyrine）、オリゴチオフェン、アリールアミン系列の有機物、
ヘキサニトリルヘキサアザトリフェニレン、キナクリドン（quinacridone）系列の有機物
、ペリレン（perylene）系列の有機物、アントラキノン、及びポリアニリンとポリチオフ
ェン系列の伝導性高分子などがあるが、これらに限定されるモのではない。
【誤訳訂正７】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４８】
　このような条件を満たす物質には、ＮＰＤ（あるいは、ＮＰＢという）、スピロ－アリ
ールアミン系化合物、ペリレン－アリールアミン系化合物、アザシクロヘプタトリエン化
合物、ビス（ジフェニルビニルフェニル）アントラセン、シリコンゲルマニウムオキサイ
ド化合物、シリコン系アリールアミン化合物などになることができる。
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